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NEWS LETTER
新しい温泉地の過ごし方をみんなで考えよう

No.8

環境省では、令和2年10月2日(金)に、第5回全国温泉地サミット・第2回チーム新・湯治全国大会を、WEB会議＆オン
ライン配信で開催しました。また、併せて温泉熱の有効活用に関する取組事例の紹介等を行う温泉熱有効活用促進セミ
ナーを開催しました。大変多くの方にご視聴、ご参加いただき、誠にありがとうございました！

全国温泉地サミット＆チーム新・湯治全国大会 開催！
～「温泉地でのワーケーション」をテーマに意見交換を行いました。

第５回 全国温泉地サミット

ユニリーバ・ジャパンホールディングス株式会社 取締役 人事総務本部長 島田由香氏

ワーケーションは″これからの働き方の当たり前”になる。Wellbeing（良い状態）の高い、低いは主観的でよく、高い人や良い状態の人は免
疫が高く健康でいられて、結果として長寿だと明らかになっている。さらに創造性や生産性も上がる。感情（ポジティブ・ネガティブ両方）を「感じ
る」ことが大事でその結果Wellbeingが高まる。地域に伺う、いつもと異なる場所で仕事をする、いつもと違う方とつながりも持つことで、様々な
ポジティブな感情が醸成されるのみならず、新しいつながりによって、さまざま人の知恵や知識、情報、アイディアというものが交差し、そこからアイ
ディアが生まれて、それが地域を湧かすような何か新しいビジネスや活動などに発展する。送り込んだ企業にとっては、ワーケーションをした社員が
持ち帰ってくるものが新しいビジネスを作るということにつながっているだろう。まずは企業のリーダーが体験してみることがワーケーション推進の近道。
温泉地でのワーケーションを是非やってみましょう。

佐賀県嬉野市 市長 村上大祐氏 群馬県渋川市 市長 高木勉氏

大分県竹田市 市長 首藤勝次氏

屋外の温泉公園などでも仕事ができる環境づく
りを進めるとともに、イノーベーションを起こすためには、ワーケーショ
ンで訪れた方と地元との関係づくりが重要である。また、訪れた方
の地元消費を促す仕組みも考えていかなければならないだろう。

コロナ渦の中、まずは市民が地元の伊香保温泉の
安心・安全を体験して、それを全国の皆様にPRしていきたい。その上で、
ワーケーションやサテライトオフィスなどの新しい施策を展開し、滞在型の
観光地に変えていければと考えている。

ワーケーションを推進する上で、「雲仙市はチャレンジできる場所」と認識し
ていただけるような取組を進め、内外の交流コミュニティづくりからのイノベー
ションや移住定住など、多角的に展開していきたい。

個性的な温泉地づくりが何よりも大事である。環境、温泉力を活
かして、これまでの取組の積み重ねの上で、ワーケーション等、新
しい流れに対応していきたい。

基調講演

温泉地より事例紹介

北海道ニセコ町 町長 片山健也氏
自治体でのワーケーションの取組は少しずつ
進んでいるが、問題は休暇の活用と働き方の意識改革をどう進
めていくかということ。民間企業が厳しい状況の中、自治体や政
府からのインセンティブ等新たな制度設計・実証が重要である。

北海道豊富町 町長 河田誠一氏
温泉と湿原ウォークなどを組み合わせたワーケーション
ツアーを実施していく予定である。豊富町の温泉は皮膚疾患に非常に
効果があり、温泉利用型健康増進施設があり湯治客も多い。ただ、
企業とどうつながるか、企業がどういう形を望んでいるのか、この点が課
題であり今後検討していきたい。

大分県竹田市 市長 首藤氏
ニセコ町と共に国民保養温泉地の指定を受けている。今回の動きは新
しいファン獲得のきっかけ作りにつなげることが大切。一時的なブームや
制度活用のみに終わらせないことが大事なことだと考えている。

ユニリーバ・ジャパンホールディングス株式会社 島田氏
ニセコ町長の話にもあった休暇の活用の仕方が変わるという視点、バ
ケーションの質・中身が、自然を楽しむ等今までのものに加え、訪問先
で何かしら自分が貢献できることをして帰ってくる、例えばゴミ拾いでもい
いし、自分が持っている知見でそこに何か役立つことをする、さらには地
元住民の方とのふれあいの場に積極的に関われば人のつながりができ、
また行きたいと思える地域になる。このような仕組みを様々なところで広
げていきたい。

意見交換
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第2回チーム新・湯治全国大会

この半年で協会の会員数が急増している。テレワークの普及と
ワーケーションの認知拡大が背景にあるのではないか。協会では、
8月末頃に企業・団体に対して「コロナ禍を踏まえた働き方等に
係るアンケート調査」を実施し、「ワーケーションに関心がある企
業は5割であった。今後は、環境省モデル調査に取り組む。

国民にとって楽しくてわかりやすく、 「街予約」をしてもらうことを意
識したワーケーションポータルサイト『温泉Biz』を10月1日に開設
した。平日に特化して、仕事と観光の両立をサポートしてくれる
温泉地をPRするサイトとともに、コンシェルジュ機能も設けている
ことが特徴である。

＊株式会社パソナJOB HUBさんの取組については、NEWS LETTER No.7をご覧ください。

弊社が実施した調査では、ワーケーションに関心を寄せる会社員の方は、
理想のワーケーションスタイルとして、7割近くが休暇的環境で仕事をした
い、8割が地域課題、社会課題の理解を深めたいと回答した。地域との
交流や、地域の人との出会いを求めていらっしゃる。地域にも個人にも企
業にも三方よしのワーケーションを一緒にコラボしながら進めていきたい。

日本古来の養生法である湯治文化を世界の新しいライフスタイルとして
再興したい。持続成長型のワーケーションとしていくには、地域との共創イ
ノベーションが必要である。社員を信頼し、温泉地で心身を開放させる湯
治をして頂き、そこから生まれるイノベーションの可能性を信じて頂きたい。

ウイズコロナ時代の旅館は、①地球環境に負荷を掛けない運営、②団体から個人向けに温泉利用方法の変更、③1泊2食から滞在型への
転換（食の提供の改善／滞在客の居場所をつくる［目的を限定しない、無目的な場の提供］／景観、地域文化という資本財の活用）の
３つが重要です。滞在型とすることでワーケーションなどの新しい需要を取り込みましょう。

全国大会では、環境省からチーム新・湯治の活動紹介のあと、8名のチーム員等からそれぞれの活動内容等について、ご発表頂きました。

ウイズコロナ時代においては、安心安全な旅行環境の整備がワー
ケーション推進の大前提となる。そのための業界別・旅程場面毎
のガイドライン、感染防止の留意点をまとめた「新しい旅のエチケッ
ト」を公表している。休暇取得の分散化の手段としてワーケーショ
ンは有効な取組になる。

新・湯治効果測定調査プロジェクトの報告

一般社団法人 日本健康開発財団 温泉科学研究所 所長 早坂信哉氏

全国「新・湯治」効果測定調査プロジェクトについて。平成30年度、令和元年度の二か年で全国39団体、7,585名のデータを収集すること
ができた。調査結果から、例えば短期間、日帰り、一泊二日等であっても何度も温泉地に訪問すること。また、温泉地のアクティビティに参加す
ることによって、より高い温泉地の療養効果が得られるだろうという示唆が得られた。今年度はWEB上での調査も併用して行っている。

観光庁観光地域振興部観光資源課
地域資源活用推進室 課長補佐 小林誠氏

発表～ワーケーション受入れの取組

意見交換

和歌山県企画部企画政策局情報政策課
課長（ワーケーション自治体協議会）桐明祐治氏

ワーケーションには、いろいろなアプローチがあるが、マーケットを大きくしてい
くためには、関係者が一丸となって情報収集や情報発信を行うことが必
要であり、そのために設立されたのが本協議会である。ターゲットである企
業や個人の方が関心を持ち、政府からも後押しを受けられるようになると、
各自治体の特色が活きてくるだろう。

株式会社ベーシック
代表取締役田原祐子氏
取組推進に必要なのはトップダウン。ワー
ケーションはSDGs、ESG投資等につなが
るものであり、経営企画、IR部門を通じて
トップ層にアプローチすることが必要だと思う。

東海大学海洋学部
教授 斉藤雅樹氏
調査で地元の日帰り温泉客のほうが温泉
効果を強く体感している結果を得ている。
ワーケーションを突き詰めれば温泉地に住
む、という方向になるのではないか。

湯治ぐらし・湯治女子 菅野氏
本日ビッグローブさんがワーケーションされて
いて健康測定にご一緒した。私自身、血
管老化速度がゆるやかになっているという
結果も出た。湯治ぐらしの効果が出ている
と感じている。

ジャパンデザイン 山下氏
「温泉地でワーケーション」が遊びでない、と企
業トップに訴えるには、アンケートでしっかり結
果を把握し会社のプラス面を見せていくことも
必要。チーム員全体で連携・チームワークを
取っていくことが解決の秘訣ではないかと思う。

パソナJOB HUB 山口氏
トップから変えるのは有効だと思う。企業の上
層部はまだまだワーケーション＝遊びという認
識がある。経営課題の解決の糸口がワーケー
ションで見つかるという可能性や効果を示すこ
とが出来ればそこに投資して頂ける。皆さんと
一緒に考えていきたい。

和歌山県 桐明氏
ワーケーションの考え方・やり方は色々あって
いい。ワーク×バケーションだけでなく、イノベー
ションなど各自治体・企業が見つけられるよう
議論しながら広げていきたい。

観光庁 小林氏
ワーケーションの成功事例・プラスの効果を積
み上げていけば世の中がついてくると感じてい
る。是非、チーム員の皆さんがトップランナーと
なって広めていって欲しい。


